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たして発見されることが多いためと考え五三3れる,奪回我々

は神経症歌曲術中所見をこより,発生起源が副神経である

ことが確認された逢例を経験したので苧文献的考察を倉
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右眼球が㌣二雛こ偏位L かつ経渡窯軌していた 裸誹や

眼球運動を含め神経学的には異常無(＼三,眼底も藍常で波3一一う

漂二乗脳下垂体機能は正常であった 頭蓋塚純等銀では星-

眼慣熟が著榔こ拡大して限窟後壁が欠損してお畑 また

後頭骨太字縫合部の骨欠損転みられた mlでは眼鷹内

後L殻かに)傍鞍部をこかけ等吸収で均--な絶勝陰影があり膏
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抗癌剤の作用擁序の解明に,高頻度反復mNAm塩

基配列凍矧頑健を応用してァニトロソウレア剤によるmNA
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増強Lて∴アルカリ脆弱部後転形成L栄二や

鬼 頭5う‰廃院縮瞳腫畷内注Å法による実験的脳
腫癌免疫療法
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